
きっかけ
5月10日付日経新聞、「痛くない耳飾り おしゃれに」という記事。

手軽に耳のおしゃれを楽しみたいとの思いから「耳に着けないイヤリング」

を生み出した。中学3年の水野舞さんは小学生の時、飾りを付けたヘアピン

で耳の近くを彩るアクセサリー「マイヤリング」を考案し、特許を取得、起業。

「ピアスは耳に穴を開ける。イヤリングは耳が痛くなる。別のアクセサリーがな

いかな」。母のピアスを見た幼稚園時の思いがきっかけだった。

5月12日付日経新聞夕刊、「靴下、片手で履きやすく」という記事。

創業から70年が経とうとする靴下メーカー「マリモ」（名古屋市）の3代目社

長が、誰でも簡単に片手ではける靴下を開発販売している。5年ほど前、創

業者の祖父が靴下を一人ではけず「なさけない」とこぼす姿が胸に迫った。き

っかけは祖父の弱音だった。3代目は、高齢者や障碍者、妊婦などすべての

人が楽にはける靴下を作ろうと決意。大事にしたのは当事者の声。福祉用具

事業者に意見を求めた。障害を抱えた子を持つ保護者に試作品を持ち込み、

アンケートに協力してもらった。2023年10月販売開始、商品は好評。

5月8日付日経新聞、「お遍路 訪日客対応手探り」という記事。

増田広信さんは定年退職後、暇つぶしに、徳島県吉野川市の第11番札所

近くにある親族所有の荒地を整備し、休憩所や宿泊施設を併設した「へんろ

の里」を開設。「千人に話を聞けば、お遍路の傾向や課題が分かる」と利用

客から居住地や予約方法などのデータをこつこつ収集。インバウンドの増加

もあり、昨年ごろから客の7割は外国人が占めるようになった。しかし、宿泊施

設などの経営者の多くは高齢で外国人が良く使う予約サイトに登録していな

い。突然の英語の電話に対応できない。増田さんはタイ駐在時に習得して英

語を駆使。現地の人と訪日客との橋渡しが必要と感じた。「へんろの里」を地

域の観光拠点になるような場所にする。クラウドファンディングで400万円が集

まり、案内所も整備。キャンプ地や売店を作り、楽しめるような施設にする。

「きっかけ」が起点で新たな展開が生まれる。「ギャップ（隙間、間隔、格

差）」にビジネスのヒントやイノベーションが隠されている。
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5月12日付日経新聞夕刊、「令和なコトバ」は「チンゲンサイ」。

ビジネス用語で、「ホウレンソウ」は「報告・連絡・相談」。

ホウレンソウファミリーの一員として知られている「チンゲンサイ」。

チン＝沈黙する、ゲン＝限界まで言わない、サイ＝最後まで我慢、を意
味し、ホウレンソウの反対のような状態。ホウレンソウを「せよ」という
よりもちょっとソフトに「チンゲンサイになってない？大丈夫？」と問い
かけるようなビジネス用語。上司のほうも部下がこれを始めたら、部下と
の関係に赤信号が点灯しているから気をつけろという合図に。

ほかに、「オヒタシ」。オ＝怒らないで、ヒ＝否定せず、タ＝助けの手
を差し伸べて、シ＝指示する。ホウレンソウを口うるさく言っておきなが
ら、いざ報告したら知らんぷり。そんなことがないように上司はいつも意
識しておいたほうがいいビジネス用語。

「コマツナ」。コマ＝困ったら、ツ＝使える（できる）人に、ナ＝投げ
る。困ったら、できる人に協力を仰ぐ。

共通するのはみんな野菜。小さな会社の社長も意識してみよう。

教育

人間は教育によって変われるものさ。

生まれつき善人だの悪人だのと決まっているわけじゃないんだよ。

子曰く、教え有りて類無し。

人間は、生まれつきでは大差ないが、その後の学習によって大差がつくもの
なんだ。だから教育は大切なのさ。

子曰く、性、相（あ）い近し。習えば、相い遠し。

「高校生が感動した『論語』」（祥伝社新書/佐久協）より

●「戦略社長塾東京」小岩校 毎週日曜日・水曜日 午前10時～12時

●「戦略社長塾東京」銀座校、武蔵村山校、豊岡校 開講中。
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